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今月の活動報告 

 ３月はふるさと納税業務の法人化についての会議や新年度の業務への引

継ぎ・準備等がありました。 

 今年度を振り返り、１年の活動の見通しもついてきましたので、令和３

年度もふるさと納税業務の補助を円滑に行っていきたいと思います。 

 

個人の活動としては、鳥せいさん、慎鮨さん、パーラー樹さん、清水マル

シェ（静月さん、辻屋精肉店さん、石川商店さん、あすなろファーミング

さん）を動画撮影させていただきました。４月１日現在では、鳥せいさん

のみ YouTube にて発信させていただいてますが、今後、編集次第 YouTube

にて発信させていただく予定です。また、今後はさらに飲食店を中心に動

画撮影をさせていただき、清水町の発信に努めていきたいと思います。 

 飲食店に限らず、今計画しているのは、イベントの参加動画や特産品の

紹介動画なども考えています。 

 再三お伝えしていますが、「町外のみ」を視野に入れた発信ではなく、ど

ちらかというと「町内および周辺の方」にあらためて清水町の魅力を認知

してもらえる発信を心がけております。 

 コロナで遠出が難しい中、ローカルで楽しめるということを再認識して

もらうことと同時に、人が動くようになった際に、清水の方、またはその

周辺のお住まいの方が「ここおすすめよ！」と口コミで広めてもらえるよ

うな下地作り。また、特産品の紹介は清水町から全国に販売している事業

者のネットショップに誘導できるような援護射撃をイメージして取り組ん

でいきたいなと思っています。 

 

 

 

 



要 望 、 意 見 等 

清水町の人々が実際に感じている課題がわからないので、聞いてみたい。

そのために場が欲しい。 

大きなものではなくてなるべく具体的なものを聞きたい。 

・昼食と夕食の間のお客さんがこない。 

・以前に比べて利用者が減った。 

・こんな迷惑行為が増えている。 

・スマホの使い方がわからない 

・インスタを初めてみたい。 

などなど、些細なことでも何でもいいので、聞いてみたい。 

役場単位で動けないことこそ、「地域おこし協力隊」という何でも屋さんを

利用すればいいのでは？と思っているので、そうゆうワークショップや交

流会を開いてみたいんですが、どこから手をつけていいのかわからないの

と、そもそも人脈がないので知恵と人脈を貸していただけたら助かります。 

備 考 
 

 


